
平成24年度感染症危機管理研修会 
2012/10/18 

2011-2012年の感染症トピックス（2） 

 
 

旅行者感染症 
 

奈良県立医科大学 病原体・感染防御医学講座 
同附属病院 感染症センター 

 
中村（内山）ふくみ 



本日の内容 
 

 はじめに 
 
 旅行者感染症のアプローチ 
    症例１・２・３・４  
 
 まとめ 



法務省入国管理局資料 

平成23年における外国人入国者数及び日本人出国者数 





http://www.cdc.gov/ncidod/dvbid/westnile/Maps
activity/surv&control12MapsAnybyState.htm 

West Nile virus (WNV) activity reported to ArboNET, by 
state, United States, 2012 (as of September 25, 2012) 



http://www.jiji.com/jc/zc?k=201208/2012082900078 



http://jp.reuters.com/article/topNews/idJPTYE88N00620120924 



http://www.forth.go.jp/ 

情報源 



http://www.who.int/csr/don/en/index.html 

http://wwwnc.cdc.gov/travel/ 

http://www.promedmail.org/ 

情報源 
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旅行者疾患サーベイランス 
頻度の高い症状 

 
１．下痢（急性）  
２．下痢（慢性） 
３．発熱 
４．皮膚症状 

Freedman DO et al. NEJM 354, 2006.  



2012 Yellow Book 

Estimated incidence rate per month of infections and fatal accidents 
among travelers in developing countries, 2010 



症状 潜伏期間 主な病原体 

下痢 
（±発熱） 

短い（１週間以内） 
毒素原性大腸菌、サルモネラ、赤痢菌、ビブリオ、カンピ
ロバクター、プレシオモナスなど 

比較的長い・長い 
（１～2週間またはそれ以上） 

赤痢アメーバ、クリプトスポリジウム、ジアルジア、回虫、
鉤虫、糞線虫、条虫など 

 病原体： 
細菌性 85％ 原虫性 10％ ウイルス性 5％ 

 
 特徴： 

ウイルス性 潜伏期・症状の持続期間 数日 軽症例 
細菌性   1週間程度の潜伏期 軽症～重症までさまざま 
寄生虫性（原虫・蠕虫） 10日以上の症状の持続 
 

 20％の患者に複数の病原体が確認される 

旅行者下痢症 
「海外、特に発展途上国への旅行に関連した感染性の下痢症」 



旅行者疾患サーベイランス 
頻度の高い症状 

 
１．下痢（急性）  
２．下痢（慢性） 
３．発熱 
４．皮膚症状 

Freedman DO et al. NEJM 354, 2006.  



症例１ 



2012年8月26日に昨年の患者数を上回りました 



http://www0.nih.go.jp/vir1/NVL/NVL.html 



症例２ 



マラリアの年別報告数 

国立感染症研究所 感染症発生動向調査より 



熱帯熱マラリアを見逃すな 



症例３ 
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【入院後経過】 

MINO100mg q12h 

CTRX2g q12h CPFX200mg q12h 

hydrocortisone 

挿管 

Dengue NS-1 Ag(-) 
Dengue IgM Ab (-) 

Dengue PCR(-) 
Rickettsia PCR(+) 

 

Day4 
  Rickettsia typhi  PCR 陽性 
 

抜管 

CRP 
mg/dl 

マラリア原虫(-) 



症例４ 



マレーシアから帰国後、発熱・発疹を主訴に受診した30代男性 

答え：伝染性紅斑 

 

コモンな疾患の鑑別も忘れずに 
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Freedman DO et al. NEJM 354, 2006 

渡航者の発熱の原因（有症状者1000人あたり） 

原因が判明 594 

マラリア 
デング熱 
伝染性単核球症（EBV, CMV） 
リケッチア感染症 
腸チフス・パラチフス 

352 
104 
32 
32 
29 

原因が不明 406 



a) Jelinek T et al. J Travel Med 1, 1994. 160人のドイツ人旅行者 

b) Rajapakse S et al. Infect Drug Resist 5, 2012  

c) Clark TW et al. J Infect 60, 2010. 61人のイギリス人旅行者 

マラリアの症状a)（％） 

発熱 100 

頭痛 100 

衰弱 94 

夜間盗汗 91 

不眠 69 

関節痛 59 

筋肉痛 56 

下痢 13 

激しい腹痛 8 

デング熱の症状b) 

発熱 

後眼窩痛 

関節痛 

筋肉痛 

不眠 

倦怠感 

悪心・嘔吐 

腸チフスの症状c)（％） 

発熱 100 

頭痛 62 

下痢 59 

腹痛 44 

代表的な輸入感染症の症状 



リケッチア症の症状・所見 

発疹熱c)（％） 

発熱 98-100 

頭痛 41-90 

発疹 20-80 

関節痛 40-77 

肝腫大 24-29 

咳 15-40 

下痢 5-40 

脾腫 5-24 

悪心・嘔吐 3-48 

腹痛 11-60 

混迷 2-13 

日本紅斑熱b)（％） 

発熱 100 

頭痛 80 

発疹 100 

刺し口 90 

悪寒 87 

倦怠感 90 

ツツガムシ病a)（％） 

発熱 100 

頭痛 100 

発疹 50 

刺し口 55 

リンパ節腫大 85 

脾腫 43 

刺し口は特徴的 

その他は非特異的 

a) Nachega JB, J Travel Med 14, 2007 

b) Mahara H, EID 3, 1997  

c) Civen R, CID 46, 2008  



渡航先 

  国、都市部・田舎、高地、季節、雨季・乾季 

渡航期間 

目的 

  仕事、観光、バックパック、VFR 

現地での生活状況 

  宿泊施設、服装、食事、アクティビティー、 

  動物との接触、sexual contact、sick contact 

予防  

  トラベラーズワクチン、マラリア予防内服 

問診が大事 



2012 Yellow Book 



潜伏期間 

Leggat PA. Aust Fam Physician 36, 2007 

Short (<10日） Medium (11-21日） Long (>30日） 

マラリア 
インフルエンザ 
アルボウイルス感染症 
（デング熱、黄熱など） 
ペスト 
腸チフス・パラチフス 
African tick bite fever 
ロッキー山紅斑熱 

マラリア 
ウイルス性出血熱 
腸チフス 
ツツガムシ病 
Q熱 
回帰熱 
トリパノソーマ病 
ブルセラ症 
レプトスピラ症 

マラリア 
ウイルス性肝炎 
住血吸虫症 
リーシュマニア症 
アメーバ性肝膿瘍 
結核 
フィラリア症 
急性HIV感染症 



発熱以外に所見は？ 

Leggat PA. Aust Fam Physician 36, 2007 

理学所見 考えられる感染症 

発疹 
デング熱、腸チフス、リケッチア感染症、梅毒、淋菌、 
エボラ出血熱、ブルセラ症 

黄疸 急性肝炎、マラリア、黄熱、レプトスピラ症、回帰熱 

リンパ節腫脹 
リケッチア感染症、ブルセラ症、デング熱、急性HIV感染症、ラッサ
熱、リーシュマニア症 

肝腫大 アメーバ症、マラリア、腸チフス、急性肝炎、レプトスピラ症 

脾腫 
マラリア、回帰熱、トリパノソーマ、腸チフス、ブルセラ症、 
カラアザール、チフス、デング熱 

刺し口
（eschar） 

リケッチア感染症、ボレリア、クリミアコンゴ出血熱 

出血傾向 
デング熱、髄膜炎菌感染症、ウイルス性出血熱、黄熱、 
ロッキー山紅斑熱 



旅行者感染症のアプローチ 

 流行の最新情報を把握する 

 問診・潜伏期間・身体所見から鑑別を挙げる 

 マラリア／デング熱／腸チフス・パラチフス 

 忘れてはならないリケッチア症 

 渡航に関連する疾患＋コモンな疾患 

Take Home Message 


